
ジ
ャ
パ
ン
を
満
喫
し
ま
し
た
。
最
終
日

は
大
き
な
お
土
産
を
抱
え
て
の
移
動
と

な
り
ま
し
た
が
、
午
後
７
時
過
ぎ
に
は

全
員
無
事
に
帰
宅
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
思

い
出
深
い
修
学
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

(

二
学
年
長

鎌
田)

○
北
野
天
満
宮

○
太
秦
映
画
村

第
四
日

神
戸
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

北
野
の
異
人
館
・
Ｕ
Ｓ
Ｊ

第
五
日

帰
途
（
新
大
阪
～
東
京
～
宮
古
着
）

平 成 ２ ５ 年 １ ２ 月 １ ３ 日

き
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
三
日
目
は
、
自
主
研
修
と
し
て
班

別
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
事
前
に
計
画

し
た
と
お
り
に
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
も
学
び
、
京
都
の
良
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
四
日
目
は
、
兵
庫
県
へ
移
動
し
防

災
セ
ン
タ
ー
や
北
野
異
人
館
街
を
見
学

し
た
の
ち
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ

ジ
ャ
パ
ン
を
満
喫
し
ま
し
た
。
最
終
日

○
金
閣
寺

○
竜
安
寺

○
二
条
城

○
清
水
寺

○
八
坂
神
社

○
賀
茂
御
祖(

下
鴨)

神
社

○
三
十
三
間
堂

○
伏
見
稲
荷
大
社

○
北
野
天
満
宮

平 成 ２ ５ 年 １ ２ 月 １ ３ 日 （金

と
な
り
ま
し
た
。

学
校
を
出
発
し
て
バ
ス
と
新
幹
線
を

乗
り
継
ぎ
、
九
時
間
後
京
都
に
到
着
し

ま
し
た
。
途
中
、
新
幹
線
の
車
窓
か
ら

富
士
山
も
綺
麗
に
見
る
こ
と
が
で
き
、

修
学
旅
行
も
幸
先
良
く
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
二
日
目
は
奈
良
県
へ
向
か
い
、

薬
師
寺
・
法
隆
寺
・
奈
良
公
園
を
見
学

し
、
歴
史
の
奥
深
さ
と
ス
ケ
ー
ル
の
大

第
一
日

出
発
（
宮
古
～
盛
岡
～
東
京
～

十
六
時

京
都
駅
着
）

夕
食
の
後
、
京
都
散
策

第
二
日

薬
師
寺
・
法
隆
寺
・
奈
良
公
園

第
三
日

京
都
市
内
自
主
研
修

主
な
見
学
先

○
金
閣
寺

金） み や き た 新

十
二
月
二
日
（
月
）
か
ら
六
日
（
金
）

ま
で
の
５
日
間
、
学
校
で
は
体
験
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
有
意
義
な
修
学
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。

旅
程

第
一
日

修
学
旅
行

奈
良･

京
都

神
戸･

大
阪

聞

12 月
(修学旅行特別

『
み
や
き
た
新
聞
』
は
、
地
域
の
方
々
に
宮
古
北
高
等
学
校
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
発
行
を
開
始
し
た
情
報
発
信
紙
で
す
。
厳
し
い
現
状
に
も
挫
け
ず
、
今
ま

で
以
上
に
勉
強
や
様
々
な
行
事
で
イ
キ
イ
キ
と
頑
張
っ
て
い
る
生
徒
の
姿
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
今
後
も
温
か
い
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
願
い
い
た
し
ま
す
。
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